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第213号

は
議
会
の
承
認
が
求
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
専
決
処
分
し
た
補
正
予
算
の

主
な
内
容
は
、
冠
水
し
た
大
神

ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
復
旧
や
、
倒
壊
し
た
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
の
再
設
置
な
ど
の
経
費

５
５
４
２
万
円
の
ほ
か
、
冠
水

し
た
馬
入
サ
ッ
カ
ー
場
の
天
然

芝
サ
ッ
カ
ー
場
２
面
に
つ
い

て
、
汚
泥
搬
出
や
芝
の
張
り
替

え
な
ど
を
行
う
経
費
１
億
１
５

９
４
万
円
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
総
括
質
問
や
常
任
委
員
会
で

は
、
被
害
状
況
や
今
後
の
対

策
、
指
定
緊
急
避
難
場
所
に
お

け
る
運
営
、
災
害
に
関
す
る
情

報
発
信
な
ど
に
つ
い
て
問
わ
れ

ま
し
た
。

　
採
決
で
は
、
全
員
異
議
な
く

承
認
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

に
当
た
り
、
予
定
価
格
が
１
億

７
千
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
議
会
の
議
決
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
可
決

し
ま
し
た
。

○�

相
模
小
学
校
新
築
工
事
（
建

築
）

○�

消
防
署
本
署
新
改
築
工
事

（
建
築
）

○�

湘
南
ひ
ら
つ
か
ビ
ー
チ
パ
ー

ク
津
波
避
難
展
望
台
整
備
工

事指
定
管
理
者
の
指
定

　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す

る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員
異

議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。
次
の

施
設
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日

か
ら
５
年
間
、
指
定
管
理
者
が

管
理
・
運
営
し
ま
す
。

〔
福
祉
会
館
、
南
部
福
祉
会

館
、
西
部
福
祉
会
館
及
び
七
国

荘
〕人

事
案
件
に
同
意

　
任
期
満
了
を
迎
え
る
教
育
委

員
会
委
員
の
後
任
者
の
任
命
に

関
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全

員
異
議
な
く
同
意
し
ま
し
た
。

○�

梶
原
光
令
氏
（
東
中
原
一
丁

目
）

専
決
処
分
を
承
認

　
令
和
元
年
10
月
12
日
の
台
風

19
号
に
よ
り
、
市
内
で
は
住
宅

な
ど
の
床
上
浸
水
や
床
下
浸

水
、
屋
根
の
損
壊
な
ど
の
被
害

が
あ
り
、
公
共
施
設
や
道
路
な

ど
に
も
多
く
の
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　
こ
の
台
風
に
よ
り
発
生
し
た

被
害
の
復
旧
に
迅
速
に
対
応
す

る
た
め
、
一
般
会
計
で
は
２
億

８
０
２
７
万
円
の
補
正
予
算
が

専
決
処
分
さ
れ
、
今
定
例
会
で

主 な 内 容
総括質問 ―――――――― �2～7面
清風クラブ�  2・3
　坂間正昭　野崎審也　諸伏清児
しらさぎ・無所属クラブ�  4
　金子修一　江口友子　府川　勝
公明ひらつか� 5
　鈴木晴男　秋澤雅久　上野仁志
湘南フォーラム� 6
　府川正明　出村　光
日本共産党平塚市議会議員団� 6
　石田雄二
無所属� 7
　小泉春雄　久保田聡
常任委員会の審査概要 ――― 3面
審議の結果 ―――――――― 8面

　
平
塚
市
議
会
は
、
令
和
元
年
11
月
26
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
、
24

日
間
の
会
期
で
12
月
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、

市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
や
条
例
の
一
部
改

正
、
人
事
案
件
な
ど
28
案
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
の

議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
９
月
定
例
会
で
提
出
さ
れ
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
、
平

成
30
年
度
決
算
の
認
定
な
ど
に
関
す
る
議
案
は
、
決
算
特
別
委
員
会

で
の
審
査
結
果
を
受
け
、
認
定
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

台
風
被
害
へ
の
対
応
予
算
を
承
認

東
海
大
学
の
学
生
が
さ
く
ら
幼
稚
園
で
紙
芝
居
を
上
演
。

紙
芝
居
は
、
東
海
大
学
と
市
が
連
携
し
て
制
作
し
た
も
の
で
、

ク
イ
ズ
な
ど
に
よ
り
地
場
産
野
菜
が
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

令和元年12月 市議会定例会

　一般会計では、既定予算で措置できなかった経
費や不足が見込まれる経費などの補正予算を可決
しました。また、専決処分を行った補正予算を承
認しました。
　この結果、一般会計の予算総額は845億8,066万
円となりました。

●�行政情報化推進事業�
●�基幹情報システム運用管理事業
　�パソコンのセキュリティー機能を強化するた

めの経費……………………………�2,608万円
●�災害用備蓄拡充事業
　避難所備蓄品を購入するための経費
　………………………………………�2,400万円
●�バス利用促進事業
　�バス時刻表等案内システムの整備を支援する

ための経費……………………………�300万円
●�中学校施設管理事業
　いす式階段昇降機を設置するための経費
　………………………………………�1,200万円

一般会計補正予算の一部を紹介

令和元年度予算を補正
一般会計総額845億8,066万円に

平成
30年度
〈〈〈決算特別委員会の質疑内容は７面に
決算を認定 　９月定例会に30年度決算の認定に関する議案が提出され

ました。一般会計決算では、歳入・歳出ともに2９年度を下
回りました。

一般会計の決算額

歳入総額
853億
9,373万円

地方消費税交付金
45億9949万円（6%）

繰越金
36億5257万円（4%）

諸収入
33億6461万円（4%）

国庫支出金
133億7637万円（16%）

市債
51億6440万円（6%）
県支出金
53億6671万円（6%）

市税
437億9226万円

（51%）

歳出総額
823億
4,897万円

土木費
97億2759万円

（12%）

衛生費
72億5990万円（9%）

公債費
53億170万円（6%）

総務費
87億2525万円（11%）

教育費
88億4402万円（11%）

※金額は、表示単位未満で四捨五入しているため、合計が合わないところがあります

消防費
25億6601万円（3%）

商工費
19億6051万円（2%）

その他
18億5280万円（2%）

民生費
361億1120万円
（44%）

その他
45億34万円
（5%）

使用料及び手数料
15億7698万円（2%）


